
小施策の総合計画における位置付け 小施策の概要

小施策の成果指標の達成状況・評価（平成29年度実績） 今後の方向性（平成30年度以降）
★…30年度着手済または着手予定
☆…31年度以降の着手を検討

実績値の推移 実績の評価 評価を踏まえた取組の方向性

小施策 3-2 高齢者の健康・生きがい対策の充実
評価
シート
作成者

佐々木　俊幸 内線 健康で生きがいを持って生活できる

★　老人スポーツ大会等への参加者を増やすため，周知を行う。

☆１　引き続き，各地区のスポーツ大会へ助成を行う。

☆２　老人クラブ連合会と，スポーツ大会の周知について検討する。

・老人スポーツ大会等への参加者数が増加した。

・各地区の老人スポーツ大会が活発に開催されている。

・市老人スポーツ祭典及び岩手県いきいきシニアスポーツ大会への出場が励
みになっているものと考える。

問　題　点 問題の要因分析

・ニュースポーツ講習・交流会の用具が不足してきている。

・各地区老人スポーツ大会への参加者が少ない地区がある。

・用具の老朽化や破損により，数が不足してきている。

・周知方法の問題や，農繁期と重なる時期の開催日となることがある。

H31目標値

目指す方向単　位

生きがい活動をしている高齢者数（延べ人数）

当初値

指標①

問　題　点 問題の要因分析

意図（対象をどのようにしたいのか）対象（誰（何）を対象として行うのか）

取組の方向性（総合計画実施計画から転記）
基本
目標

1 人がいきいきと暮らすまちづくり
小施策
主管課等

長寿社会課

施策 3 高齢者福祉の充実
評価
責任者

下田　法子 内線 2550

現状と課題（総合計画実施計画から転記）

　健康寿命の延伸や生活の質の向上の実現に向けて，高齢者の健康づくりと生きがいづくりに対し，多様な支
援が求められている。意欲や能力のある高齢者が，スポーツや学習などの機会に参加し，これまでの経験や知
識を生かして地域社会に参加していくことは，生きがいを持って生活することにつながるとともに，高齢者の閉じ
こもり防止など，介護予防にも寄与するものである。元気な高齢者が，住民等を中心とした地域の支え合いの担
い手として活動できるように，社会参加を促進するための方法について検討し，高齢者の社会参加を一層進め
る必要がある。

　高齢者が健康で生きがいを持ち，安心していきいきとした生活を送ることができるように，健康寿命の延伸に向け
た健康づくり，スポーツや学習などの機会の設定，介護予防のための事業に取り組むほか，高齢者が自らの経験
と知識を生かし，地域の人々と支え合いながら，積極的に社会に参加・貢献できる生きがいのための事業を推進
する。

★　引き続き，老人福祉センターでの介護予防事業を実施する。

★　住民主体の通いの場の充実のため，また，高齢者の「活動」と「参加」の促
進のために，シルバーリハビリ体操を導入する。

★　岩手県のシルバーリハビリ体操３級指導者養成事業に参加し，指導者を
養成する。

☆１　３級指導者でグループを作り，各地域の住民主体の通いの場でシルバー
リハビリ体操を実施する。

☆２　介護予防事業の充実に伴い，老人福祉センターの職員数に不足が生じ
ていないか等について検討する。

・平成29年４月から介護予防・日常生活支援総合事業に移行した効果が表れ
た。

・平成29年度から，高齢者を対象とした元気はなまる筋力アップ教室の開催会
場数を増やした効果が表れた。

問　題　点 問題の要因分析

・開催会場が，必ずしも住民に近い場所となっているわけではない。

・29年度から市内16会場で開催しているが，今後も会場を増やす必要がある。

・直営方式では，職員の対応に限界がある。

・老人福祉センターは，概ね地区福祉推進会単位に１か所となっている。

・事業費と人員がかかる方法を選択することが難しい。

成　果　点 成果の要因分析

・老人福祉センターを利用している高齢者数が増加した。

・生きがい活動をしている高齢者数が増加した。

単　位 目指す方向 成　果　点 成果の要因分析

人

指標② シルバー人材センター登録率

単　位 目指す方向

1.21

【小施策評価（平成29年度実績評価）】

指標③ 老人スポーツ大会等への参加者数
人 ↗

当初値 (H25) 6,009 H31目標値 6,400 H36目標値 6,500

260,000 H36目標値 265,000

↗

(H25) 241,563

当初値 (H25) 1.10 H31目標値 1.16 H36目標値

2551 市民

成　果　点 成果の要因分析

★　単に支えられる高齢者が増加するのではなく，担い手となる高齢者が増加
するような事業を実施する。

☆１　住民支え合い型訪問サービスと，シルバー人材センターの協力について
検討する。

％ ↗

・シルバー人材センターへの登録人数は増加している。 ・社会参加したい高齢者が増えているものと考える。

・シルバー人材センターへの登録人数は増加しているものの，登録率は下がっ
ている。

・シルバー人材センターへの登録人数は増加したものの，60歳以上の高齢者
数の伸びが上回っていることによる。

241,563  

236,876  

232,657  

238,165  

200,000

220,000

240,000

260,000

280,000

当初値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

H36目標値 
H31目標値 

6,009  5,972  

5,574  

6,072  

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

当初値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

H36目標値 H31目標値 

1.10  1.10  1.10  

0.92  

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

当初値 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

H36目標値 H31目標値 


